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１年の実践 

取り組み内容 

①単元目標に到達するための NIE

単元名   メモをつかってしょうかいしよう 

単元目標  メモを用いて、紹介したいことを簡潔な文章で書くことができる。 

本時の目標 書いた文章を読み直し、カルタを完成させて楽しく遊ぶことができる。 

指導観  これまで、児童は説明文の学習で、写真と文を結びつけながら、内容を読み取ってきた。また、

紹介したいことを短い言葉でメモに書くことも学んできた。 

ここでは、今まで学習してきたことを活かし、写真から読み取ったことや感じたことをメモにま 

とめさせ、短文に表現させたいと考えた。 

授業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②継続的な NIE 

 週末にやる自主学習の例として、「新聞スクラップをやろう」と呼びかけ、やってきている

子がいる。興味のある記事をがんばりノートに貼り、その感想を書いたり、はじめて分かった

ことを書いたりして、まとめてきている。 

 また、記事に出てくる言葉の意味を調べたりするなどの発展学習を行う子もいる。 

 

 

 

 

 

   

①絵札を作る 
新聞の中から興味のあ

る写真を選び、切り抜

き絵札を作る。 

②読み札を作る 
｢だれが｣｢何をしている｣｢ど

んな様子か｣を写真から読み

取り、メモと短文に書く。 

③推敲・清書する 
読み直しの観点をもとに、

書いた文をペアで読み合い

推敲して清書する。 

④カルタをする 
作った読み札を読ん

で、カルタ遊びをす

る。 
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第 2学年の実践 

１ 取り組み内容 

①単元目標に到達するためのNIE 

   ・新聞の記事（写真・絵）を使うことで、新聞に興味をもち、親しめるようにした。自分が決めたテーマ

（秋・笑顔・スポーツ・沖縄など）に合った記事（写真・絵）を集め、その中から気に入った物を選び、 

   台紙に貼り、生活科の「秋をみつけよう」で集めた木の実や葉などを飾って作品を作った。 

教材名 あつめて かざって たからもの（１１月） 

目標 新聞から集めたお気に入りの写真や絵を使って、自分なりの表し方を見つけ楽しく作品を作ることができる。 

授業の流れ 

 

             

 

 

              

 

 

 

 

②継続的な NIE 

   ・新聞コーナーを設け、係活動の一環として子ども新聞 

（ワラビー・りゅう PON）を掲示し、紹介している。 

その記事に対して、一言感想（付箋紙）を書いて貼る。 

   ・家庭学習に新聞記事をスクラップして感想や自分の 

考えを書いている。 

２ 成果・課題 

 成果 

  ・新聞に興味・関心を持つようになってきた。 

  ・気になった記事を持ってきて発表したり、家庭学習に記事についての感想を書いたりする子が出てきた。 

課題 

 ・新聞を購読していない家庭もあり、思うように記事を集めることができなかった。 

①記事を選ぶ 

集めた記事（写真）

の中から、テーマに合

った写真を選び、レイ

アウトを考える。 

②交流する 

 グループで記事（写

真）を交換したり、アド

バイスをしたりして、レ

イアウトを決定する。 

③作品をつくる 

 選んだ記事（写真）を

台紙に貼り、その周りに

木の実・葉を貼って飾り

付けをする。 

④作品を発表する 

 工夫したところや、

アドバイスを活かし

たところを発表する。 
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５年の実践 

取組内容 

（１）授業実践   １１月公開授業 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他の授業実践 

 

 

 

 

 

（３）その他の取り組み 

  ①宿題等に新聞スクラップ取り入れ、 

新聞に興味関心をもたせる。 

  ②新聞社主催の新聞スクラップコン 

テストに学年全体で取り組み、入 

賞者も多数。 

  ③四コマ漫画の吹き出しへの台詞入 

れ。 

①算数「読み取る算数」 
 新聞記事の中にある複数の資料から

必要な情報を選択し、内容を読み取り問

題を解いていく。 

①道徳 
 動物愛護に関する記事から生き物に

対する関わり方や飼い主のモラルにつ

いて考えさせる。 

③算数「割合」 
 新聞の折り込みチラシを使い、そこに

ある商品の割引率から実際の値段を求

める。 
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越来小学校のＮＩＥ実践 
沖縄市立越来小学校 
教 諭  古波津 聡 

 
１ はじめに 
  平成２２年度，２３年度の２年間，ＮＩＥの実践指定校として，５学年を中心に全職員・全校児童  
 で新聞を活用した実践に取り組んできた。また本校の校内研修の研究主題である「思考力をたかめ生

き生きと表現できる子の育成～各教科・領域での言語活動の充実を通して～」とリンクさせ，教科を

限定せず，児童が感じたことや考えたことを，根拠をもって表現できるように新聞の良さが十分活か

されるような場を設定して活動を行った。 
 
２ 新聞と児童達との実態 
  ＮＩＥを実践していくにあたり，「新聞」についての児童の実態を把握するためにアンケートを実施

した。アンケートの結果，児童の家庭における新聞購読率は４０％弱である。それに対して，新聞を

読んだことがあると答えた児童が８０％強であった。家庭で新聞を購読していない児童は，祖父母の

家で新聞を読んでいるようである。また児童が読む新聞記事は，テレビ欄，スポーツ，４コマ漫画が

ほとんどであった。新聞の役割や何が書かれているかわからない児童もいた。 
  以上のことから，新聞と児童の関わりが十分でない実態がわかった。そこで，新聞が児童の身近な

学習ツールのひとつとして根付かせていけるような活動を計画して行った。 
 
３ ＮＩＥを推進するときのキーワード 
  ＮＩＥを実践するにあたって一番大切にしたことは，児童と新聞をどう向かい合わせるかというこ

とである。新聞で使われている言葉や漢字は児童にとって難しい。ただ新聞を児童にあたえても，記

事を読むことも意味を理解することも容易ではない。自分の考えや感想をもつことは大変な作業であ

る。 
  そこで大切にしたキーワードが，新聞に「触れる」ということであり，「読ませる」のではなく，児

童に新聞に「触れる」ことを意識させた。「触れる」ことで，新聞に興味をもち，自分の気になる記事

を見つけ，その記事を読み，そしてその記事への感想を持ち，最後に発信する活動へと導いてきた。 
 
４ 実践の概要 
平成２２年度 実践時期 １０月～３月 
教科・領域 国語科・総合的な学習の時間 
具体的な活動 ・オリエンテーション（新聞の秘密を探ろう！） 

・新聞の仕組みを知ろう。新聞記者を招いて。 
・新聞記事を書いてみよう。「沖縄のよさを発信しよう」 
平成２２年度ＮＩＥフォーラム公開授業 
「自分たちの書いた新聞記事に見出しを付けよう！」 




